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さ え き・ま さ ひ ろ  ☆  1 9 6 0 年 7 月 、今 治 市 常 盤 町 生 ま れ 。1 9 7 3 年 3 月

に 今 治 市 立 常 盤 小 学 校 を 卒 業 し 、 同 年 4 月 に 今 治 市 立 南 中 学 校 に 入 学 。 中

学 を 卒 業 後 、 1 9 7 6 年 4 月 に 愛 媛 県 今 治 工 業 高 等 学 校 工 業 化 学 科 に 入 学 。

1 9 7 9 年 4 月 、（ 株 ） 東 洋 金 属 熱 処 理 研 究 所 に 入 社 し て 金 属 加 工 の 仕 事 に 携

わ る 。1 年 間 の キ ャ リ ア を へ て 、1 9 8 0 年 4 月 に 日 本 電 子 工 学 院 公 害 工 学 科

に 入 学 し て 公 害 に 関 わ る 専 門 知 識 を 修 得 。 そ の 後 帰 郷 し 、（ 株 ） 浪 速 環 境 技

術 セ ン タ ー に 入 社 、 6 年 間 水 質 検 査 の 仕 事 に 従 事 す る 。 そ し て 1 9 8 9 年 9

月 に 独 立 し て グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス を 創 業 。 2 0 0 2 年 4 月 に 有 限 会 社 に 法

人 化 し 、 現 在 に 至 る 。  

1 9 8 9 年 創 業 の（ 有 ）グ リ ー ン メ

ン テ ナ ン ス 代 表 取 締 役 の 佐 伯 正

浩 氏 が 今 回 の「 タ オ ル び と 」で あ

る 。 タ オ ル づ く り の 肝 と 言 え る

晒 染 加 工 に 必 要 な 大 量 の 水 。 瀬

戸 内 海 周 辺 地 域 の 環 境 基 準 は 世

界 で も ト ッ プ ク ラ ス で あ り 、 タ

オ ル の 原 料 と な る 糸 や 製 織 後 の

生 地 を 晒 染 加 工 す る 際 に 使 用 さ

れ た 水 は 汚 水 処 理 さ れ 、 浄 化 さ

れ て か ら 川 や 海 に 戻 さ れ る 。 染

色 加 工 業 者 は こ の プ ロ セ ス を 専

門 の 業 者 に 委 託 し て お り 、 グ リ

ー ン メ ン テ ナ ン ス は そ の 請 負 人

で あ る 。 S DG s が 叫 ば れ る 以 前

か ら 今 治 の モ ノ づ く り と 環 境 の

バ ラ ン ス を 整 え て き た 佐 伯 氏

に 、今 回 は ク ロ ー ズ ア ッ プ す る 。 

佐伯正浩氏  
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1．  幼 少 青 年 時 代  

 

深刻化する公害問題  

 

 佐 伯 正 浩 氏 は 、 19 60 年 7 月 2 1 日 に 今 治 市 常 盤 町 に 父 ・ 正 城
ま さ き

氏

と 母 ・ テ イ 氏 と の 間 に 一 人 っ 子 長 男 と し て 誕 生 し た 。 父 親 は 、 造 船

関 係 の 技 術 者 で あ っ た 。今 治 市 は 、「タ オ ル の 町  造 船 の 町 」を 謳 っ

て い る よ う に 、 地 域 経 済 を 支 え る 産 業 と し て タ オ ル と 造 船 は 有 名 で

あ る 。  

 佐 伯 氏 は 、1 9 6 7 年 4 月 に 今 治 市 立 常 盤 小 学 校 に 入 学 し 、小 学 校

を 卒 業 す る タ イ ミ ン グ で 引 っ 越 し を し た た め 、1 9 7 3 年 4 月 に 今 治

市 立 南 中 学 校 へ 入 学 し た 。南 中 学 校 は 、1 9 6 7 年 4 月 1 日 に 今 治 市

立 富 田 中 学 校 と 今 治 市 立 清 水 中 学 校 を 統 合 し て 開 校 し た 新 生 の 中 学

校 で あ っ た 。 中 学 校 時 代 は 、 か つ て バ レ ー ボ ー ル を や っ て い た 父 親

の 影 響 も あ っ て バ レ ー ボ ー ル 部 に 所 属 し 、 部 活 動 に 励 ん だ 。  

佐 伯 氏 は 、 高 校 進 学 を 考 え る に あ た り 、 何 か 手 に 職 を 付 け た い と

考 え た 。そ し て 1 9 7 6 年 4 月 に 愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 等 学 校 の 工 業 化

学 科 に 進 み 、 モ ノ づ く り の 基 本 的 な 知 識 と 経 験 を 積 ん だ 。 あ る 日 の

出 来 事 で あ る 。 指 導 教 諭 が 「 こ れ か ら は 公 害 問 題 に 対 応 で き る 仕 事

が 重 要 に な っ て く る な 」 と 佐 伯 氏 に 何 気 な く 話 し た 。 妙 に こ の 一 言

が 佐 伯 氏 の 頭 の な か に ず っ と あ り 、 そ の 後 の 職 業 選 択 に 影 響 を 与 え

て い く 。  

明 る く 元 気 溌 剌 だ っ た 佐 伯 氏 は 、 周 り か ら 担 が れ る よ う に 生 徒 会

役 員 に 立 候 補 し 、 選 挙 の 結 果 、 生 徒 会 長 に 選 出 さ れ た 。 生 徒 会 長 と

し て の 役 割 は 多 岐 に わ た り 、 そ の な か で も 生 徒 側 に 立 っ て 学 校 運 用

に も 携 わ っ た 。 自 発 的 に 何 か に と り 組 む 姿 勢 は 生 徒 会 長 の 体 験 を と

お し て 学 ん だ も の で あ り 、 佐 伯 氏 の 人 生 に お け る ひ と つ の 転 機 と な

っ た 。  

 1 9 7 9 年 3 月 に 今 治 工 業 高 等 学 校 を 卒 業 し た 佐 伯 氏 は 、同 年 4 月

に 大 阪 府 寝 屋 川 市 に 本 社 の あ る （ 株 ） 東 洋 金 属 熱 処 理 研 究 所 に 入 社
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し た 。 同 社 は 、 1 909 年 に 木 村 延 一 と 筒 井 保 太 郎 に よ っ て 創 業 さ れ

た 木 村 鋼 化 工 業 を 前 身 と し 、 1 9 3 9 年 に 東 洋 金 属 熱 処 理 研 究 所 に 改

称 さ れ て 株 式 会 社 化 さ れ た 。 創 業 当 時 か ら 金 属 熱 処 理 を 専 門 と し 、

現 在 は 自 動 車 や 工 作 機 械 な ど の 部 品 加 工 を お も な 事 業 と し て い る 。

そ し て 、 1 9 91 年 に （ 株 ） 東 研 サ ー モ テ ッ ク に 改 称 し 現 在 に 至 っ て

い る 。佐 伯 氏 は 、東 洋 金 属 熱 処 理 研 究 所 で 1 年 間 、金 属 加 工 の 仕 事

に 従 事 し た が 、 も う 少 し 専 門 的 な 知 識 を 身 に 付 け た い と 考 え る よ う

に な り 、 同 社 を 1 9 8 0 年 3 月 に 退 社 し 、 同 年 4 月 に 日 本 電 子 工 学

院 （ 現 ・ 日 本 工 学 院 専 門 学 校 ） に 入 学 し た 。  

 日 本 電 子 工 学 院 で

は 公 害 工 学 科（ 現 在 は

環 境・バ イ オ 科 ）に 所

属 し た 。当 時 日 本 で は

公 害 問 題 を 専 門 的 に

学 べ る 学 校 は ほ と ん

ど な か っ た た め 、同 校

は 佐 伯 氏 に と っ て 貴

重 な 学 び の 場 と な っ

た 。公 害 工 学 科 に 在 籍

中 に 公 害 防 止 管 理 者

の う ち 騒 音・振 動 関 係

公 害 防 止 管 理 者 の 資

格 を 取 得 し 、 こ れ が ま た ひ と つ の 転 機 と な っ た 。  

公 害 防 止 管 理 者 と は 、 公 害 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 工 場 や 施 設 に 対

し て 公 害 を 事 前 に 防 止 す る た め に 大 気 や 水 質 、 騒 音 、 振 動 な ど を 検

査 す る 者 で あ り 、国 家 資 格 で あ る 。19 50  年 代 後 半 か ら 1 9 6 0 年 代

の 高 度 経 済 成 長 期 に 日 本 は 製 造 業 を 中 心 と し て 急 成 長 を 遂 げ た が 、

そ の 一 方 で 公 害 問 題 が 深 刻 化 し た 。 公 害 問 題 は 、 足 尾 鉱 毒 事 件 の よ

う に 明 治 期 の 急 速 な 工 業 化 か ら み ら れ た が 、 社 会 的 問 題 と し て 世 間

の 注 目 を 浴 び る よ う に な っ た の は こ の 時 期 か ら で あ る 。 汚 水 ・ 排 水

 

1 9 7 6 年 に 日 本 電 子 工 学 院 か ら  

日 本 工 学 院 専 門 学 校 に 改 称 し た 当 時 の 様 子  

（ 写 真 提 供 ： 学 校 法 人 片 柳 学 園 ）  
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に よ る 発 症 お よ び 公 害 認 定 で は 、 以 下 の も の が あ る 。  

 

①  1 9 5 5 年  イ タ イ イ タ イ 病 （ 発 生 、 公 害 認 定 は 1 9 6 8 年 ）  

富 山 県 神 通 川 流 域 が 神 岡 鉱 山 か ら 排 出 さ れ た カ ド ミ ウ ム [c d]に

よ っ て 汚 染 さ れ 、汚 染 さ れ た 川 水 を 農 業 用 水 に 使 用 し た 結 果 、米

な ど の 収 穫 物 を 食 し た 住 民 に よ り 発 生 。  

②  1 9 5 6 年  水 俣 病 （ 公 害 認 定 ）  

熊 本 県 水 俣 市 周 辺 の 八 代 海 沿 岸 を 発 生 地 域 と し て 、 チ ッ ソ （ 株 ）

水 俣 工 場 の 工 場 排 水 に 含 ま れ た メ チ ル 水 銀 [Hg ]に よ っ て 、八 代 海

の 魚 介 類 が 汚 染 さ れ 、 そ の 魚 介 類 を 食 べ た 住 民 に よ り 発 生 。  

③   1 9 6 5 年  新 潟 水 俣 病 （ 公 害 認 定 ）  

新 潟 県 阿 賀 野 川 流 域 に お い て 化 学 工 場 で ア セ ト ア ル デ ヒ ド 製 造

中 に 副 生 さ れ た 水 銀 [Hg ]が 河 川 に 流 れ 、細 菌 の 働 き に よ っ て メ チ

ル 化 さ れ 魚 な ど に 蓄 積 し 、そ れ を 長 期 に わ た り 食 べ た 住 民 に よ り

発 生 。  

 

こ う し た 状 況 を う け て 、 国 は 196 7 年 8 月 に 「 公 害 対 策 基 本 法 」

（ 施 行 ）、1 9 7 0 年 1 2 月 に「 水 質 汚 濁 防 止 法 」（ 1 9 7 1 年 7 月 施 行 ）

を 公 布 し た 。「 公 害 対 策 基 本 法 」 は 、「 事 業 者 、 国 及 び 地 方 公 共 団 体

の 公 害 の 防 止 に 関 す る 責 務 を 明 ら か に し 、 並 び に 公 害 の 防 止 に 関 す

る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 公 害 対 策 の 総 合 的 推

進 を 図 り 、 も つ て 国 民 の 健 康 を 保 護 す る と と も に 、 生 活 環 境 を 保 全

す る こ と を 目 的 」と し 、1 9 9 3 年 に 公 布・施 行 さ れ た「 環 境 基 本 法 」

に 継 承 さ れ た 。  

「 水 質 汚 濁 防 止 法 」 は 、 公 共 用 水 域 お よ び 地 下 水 の 水 質 汚 濁 の 防

止 を 図 る こ と で 国 民 の 健 康 を 保 護 す る と と も に 生 活 環 境 を 保 全 す る

こ と を 目 的 に 制 定 さ れ た も の で あ る 。 同 法 を 踏 ま え 、 1 971 年 1 2

月 に は 環 境 庁   に よ る 「 水 質 汚 濁 に 係 る 環 境 基 準 」 が 告 示 さ れ 、

水 質 の 測 定 方 法 や 達 成 期 間 な ど が 決 め ら れ た 。図 1 の よ う に 、水 質

汚 濁 防 止 法 に 基 づ く 規 制 基 準 は 、大 き く 3 つ に 分 け る こ と が で き る 。 

LOOKS
ノート注釈
1906年に設立された曾木電気（株）を前身とする。1908年に日本窒素肥料（株）に改称し、水俣工場で石灰窒素の生産に着手。1965年にチッソ（株）に改称し、その後も化学製品メーカーとして多角的に事業を展開。日本を代表する化学製品メーカー。

LOOKS
ノート注釈
1971年5月31日に環境庁設置法が公布され、同年7月1日に設置。
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1 つ に「 一 律 排 水

基 準 」で あ り 、国 が

定 め る 全 国 一 律 の

基 準 で あ る 。2 つ に

「 上 乗 せ 排 水 基 準 」

で あ り 、一 律 排 水 基

準 で は 水 質 汚 濁 防

止 が 不 十 分 な 地 域

に お い て 都 道 府 県

が 条 例 に よ っ て 定

め る 基 準 で あ る 。 3

つ に 「 総 量 規 制 基

準 」で あ り 、上 記 2

つ の 基 準 で は 環 境

基 準 の 実 現 が 難 し

い 地 域 （ 閉 鎖 性 海

域 ）に お い て 一 定 規

模 以 上 の 事 業 所 に 課 さ れ る 基 準 で あ る 。  

く わ え て 、 水 質 汚 染 の み な ら ず 大 気 汚 染   や 騒 音 ・ 振 動 に よ る

被 害 な ど 全 国 的 に 広 が っ た 公 害 問 題 は 、 さ ま ざ ま な か た ち で 人 び と

の 生 活 を 脅 か す よ う に な り 、1 9 71 年 6 月 に「 特 定 工 場 に お け る 公

害 防 止 組 織 の 整 備 に 関 す る 法 律 」（ 公 布・施 行 ）が 定 め ら れ た 。そ し

て 、 同 法 の 施 行 に と も な い 公 害 防 止 管 理 者 制 度 が 発 足 し た 。  

法 律 の 名 前 に あ る 「 特 定 工 場 」 と は 、 製 造 業 、 電 気 供 給 業 、 ガ ス

供 給 業 、 熱 供 給 業 の い ず れ か に 属 し 、 以 下 の 施 設 を 設 置 し て い る 工

場 を 指 し て い る 。  

 

・  ば い 煙 発 生 施 設  

・  特 定 粉 塵 発 生 施 設  

・  一 般 粉 塵 発 生 施 設  

 

LOOKS
ノート注釈
環境省の定義では、大気汚染とは「大気中に排出された物質が自然の物理的な拡散・沈着機能や化学的な除去機能、及び生物的な浄化機能を上回って大気中に存在し、その量が自然の状態より増加し、これらが人を含む生態系や物などに直接的、間接的に影響を及ぼす事」を言う（「環境省HP」
https://www.env.go.jp/earth/coop/coop/materials/02-apctmj1/02-apctmj1-012.pdf）。
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・  汚 水 等 排 出 施 設  

・  騒 音 発 生 施 設  

・  振 動 発 生 施 設  

・  ダ イ オ キ シ ン 類 発 生 施 設  

 

 染 色 加 工 業 は 製 造 業 の う ち 汚 水 等 排 出 施 設 に 該 当 す る た め 、「特 定

工 場 に お け る 公 害 防 止 組 織 の 整 備 に 関 す る 法 律 」 が 制 定 さ れ た

1 9 7 1 年 以 降 、 公 害 防 止 管 理 者 に よ る 検 査 を ク リ ア し な け れ ば 工 場

を 稼 働 で き な く な っ た 。 公 害 防 止 管 理 者 は 、 2 0 0 6 年 に 騒 音 関 係 公

害 防 止 管 理 者 と 振 動 関 係 公 害 防 止 管 理 者 の 資 格 区 分 が 統 合 さ れ 、 現

在 は 1 3 種 類 に 区 分 さ れ て い る 。  

 さ ら に 、 瀬 戸 内 海 に 関 わ る 水 質 汚 濁 防 止 対 策 に つ い て は 、 1 9 7 3

年 に「 瀬 戸 内 海 環 境 保 全 臨 時 措 置 法 」が 施 行 さ れ 、CO D（ C he m i c a l  

Ox yg e n  De ma nd： 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 流 入 量 の 削 減 や し 尿 の 投

棄 禁 止 な ど が 盛 り 込 ま れ た 。 つ づ い て 、 1 9 7 9 年 に 「 瀬 戸 内 海 環 境

保 全 特 別 措 置 法 」 が 施 行 さ れ 、 C O D 負 荷 量 を 一 日 当 た り 1 ,0 10 ト

ン の 総 量 規 制 が 実 施 さ れ た 。 こ の よ う な 一 連 の 法 律 の も と で 、 産 業

や 業 種 に よ っ て 基 準 は 異 な る が 、 工 場 や 事 業 所 か ら 放 流 す る 水 質 基

準 値 が よ り 厳 し く な り 、 そ の 管 理 ・ 運 営 も 複 雑 化 し て い っ た 。  

 日 本 で は 、 瀬 戸 内 海 の ほ か に 工 場 が 多 く 立 地 す る 場 所 に 近 い 東 京

湾 や 伊 勢 湾 の 閉 鎖 性 水 域 に 対 し て も 、 よ り 厳 し い 水 質 総 量 規 制 が あ

る 。 瀬 戸 内 海 、 東 京 湾 、 伊 勢 湾 は い ず れ も 工 場 の 集 積 地 で あ り 、 共

通 に し て 閉 鎖 性 水 域 で あ る 。佐 伯 氏 の 言 葉 を 借 り る と 、「壺 み た い に

な っ て い て 、 先 の 方 に ち ょ ろ っ と し か 出 口 が 外 海 に 開 け て な い か ら

海 水 が 流 れ ん の で す よ 。 だ か ら 海 水 が グ ル グ ル 回 っ て 汚 物 水 が 澱 み

や す い ん で す ね 。」  

さ ら に 瀬 戸 内 海 は 、 愛 媛 県 を は じ め 大 阪 府 、 和 歌 山 県 、 兵 庫 県 、

岡 山 県 、広 島 県 、山 口 県 、香 川 県 、徳 島 県 、福 岡 県 、大 分 県 の 1 1 府

県 に 面 し て お り 、 食 品 関 連 や 化 学 関 連 な ど 水 を た く さ ん 使 う 工 場 が

多 く 集 ま っ て い る 。 産 業 に よ っ て 基 準 と な る 数 値 は 異 な る が 、 瀬 戸
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内 海 で の 環 境 基 準 を 調 整 す る の は 難 し い 。  

 

帰郷 して水質分析に従事  

 

 日 本 工 学 院 専 門 学 校 は 東 京 都 大 田 区 蒲 田 に キ ャ ン パ ス が あ り 、 佐

伯 氏 は 横 浜 市 緑 区 に あ っ た 学 生 寮 か ら キ ャ ン パ ス ま で ほ ぼ 毎 日 通 学

し た 。 2 年 間 の 学 生 生 活 で あ っ た が 、 佐 伯 氏 は す で に 社 会 人 の 経 験

が あ り 、 ま た 特 殊 技 術 の 取 得 と い う 明 確 な 目 標 が あ り 、 遊 ぶ 暇 な く

学 校 と 学 生 寮 を 往 復 す る 日 々 だ っ た 。  

 専 門 学 校 で の 学 び を へ て 将 来 の 方 向 性 を 決 め た 佐 伯 氏 は 、 1 9 7 6

年 3 月 に 日 本 工 学 院 専 門 学 校 公 害 工 学 科 を 卒 業 し た の ち 、今 治 市 に

本 社 の あ っ た （ 株 ） 浪 速 環 境 技 術 セ ン タ ー に 就 職 し た 。 同 社 は す で

に 廃 業 し て い る が 、 同 社 が お こ な っ て い た 業 務 は 、 現 在 で は （ 株 ）

し ま な み 環 境 計 測 が 引 き 継 い で い る 。  

佐 伯 氏 は 、浪 速 環 境 技 術 セ ン タ ー で 6 年 間 、今 治 市 周 辺 地 域 に 立

地 す る 工 場 や 施 設 の 水 質 分 析 を 担 当 し た 。 そ の な か で タ オ ル 製 造 に

関 わ る 染 色 加 工 業 者 と 取 引 す る よ う に な っ た 。 今 治 の 染 色 加 工 業 者

も 1 9 7 1 年 の「 特 定 工 場 に お け る 公 害 防 止 組 織 の 整 備 に 関 す る 法 律 」

が 制 定 さ れ か ら 、 晒 染 加 工 の 際 に 用 い る 大 量 の 排 水 を ル ー ル に 従 っ

て 処 分 し な け れ ば な ら な く な り 、 処 理 技 術 も 管 理 技 術 も 高 度 化 し 複

雑 に な っ た た め 、 徐 々 に 専 門 家 の 力 を 借 り る よ う に な っ て い た 。  

あ る 日 、 佐 伯 氏 は 、 い つ も の よ う に 染 色 加 工 の 工 場 の 放 流 水 を 採

水 し て 検 査 を し て い た と こ ろ 、 中 央 繊 維 （ 株 ）   社 長 の 竹 田 誠 之

介 氏 か ら 声 を か け ら れ た 。「 あ ん た ら は 水 の 分 析 は で き て も 、水 が き

れ い に な る 方 法 は わ か ら ん か ら い か ん ね 。 排 水 の 水 質 状 況 も 知 り た

い け ど 、 排 水 処 理 の 管 理 や ア ド バ イ ス を し て く れ る 人 が い れ ば 非 常

に 助 か る ん じ ゃ け ど ね 。」  

な る ほ ど 、 今 治 は タ オ ル 工 業 が 盛 ん な 地 域 で あ り 、 タ オ ル づ く り

に 不 可 欠 な 染 色 加 工 業 者 の 数 も 2 0 社 近 く あ っ た が 、 排 水 処 理 の 管

理 を お こ な う 専 門 業 者 は い な か っ た 。 排 水 や 汚 水 に 関 す る 指 導 は 愛

LOOKS
ノート注釈
かつて今治にあった染色加工業者。2003年11月に本社工場を西条市（旧東予市）の東予工場と併合。
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媛 県 染 織 試 験 場（ 現・愛 媛 県 産 業 技 術 研 究 所 繊 維 産 業 技 術 セ ン タ ー ）

が お こ な っ て い た が 、 環 境 問 題 が 年 々 社 会 的 な 関 心 を 集 め ル ー ル も

よ り 厳 格 化 す る な か で 、 排 水 処 理 の 管 理 を 染 色 加 工 業 者 が 自 社 で お

こ な う に は 技 術 的 に も 限 界 が あ っ た 。  

佐 伯 氏 は 竹 田 氏 の 言 葉 を も ち 帰 り 、 じ っ く り 考 え た 。 そ の 結 果 、

「 必 要 と さ れ て い る の で あ れ ば 」 と 一 念 発 起 し 独 立 を 決 め た 。 そ し

て 1 9 8 9 年 、佐 伯 氏 が 2 9 歳 の と き に 浪 速 環 境 技 術 セ ン タ ー を 退 職

し 、 起 業 す る 。                  

 （ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 


